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  全国アスベスト適正処理協議会

※優良業者認定制度とは

　　アスベストの適正な処理を行う上で事業者が備えるべき要件を明確にし、それを満たす事業者を

  　優良事業者として認定する制度。

  　　 優良事業者認定の基本方針

　　・全国アスベスト適正処理協議会と行政が連携して認定基準を策 定し、公開する。

 

　　・発注者、自治体は事業者選定において、この認定基準を活用することができる。

  

　　・認定事業者の技術・サービスレベルの維持を図るため、協議会は認定基準を随時更新する
 　　とともに、講習会などの教育プログラム を構築する。
 

※全国アスベスト適正処理協議会　優良事業者の認定に向けて

事業者による宣言 説明 メリット デメリット 公平性信頼性

レベルⅠ
自己適合宣言

内部監査で、協議会適合基準の全ての要
求事項に適合していることを自ら宣言する

かかる費用が少ない

公平性、信頼性
に劣る
量表法などの法
令違反の場合、
社会的信用の
低下の可能性

レベルⅡ
　協議会意見書に基づく適合

宣言

協議会が優良事業者基準の要求事項に適合
しているか確認して、協議会の意見書を発行
し、その意見書を根拠に自己適合宣言をす
る。

自己適合宣言の信頼
性を高めることができ
る。協議会に参加し、
情報が得られる。

第三者意見書
の発行費用の
発生

レベルⅢ
適合認証（第三者機関）

候補としてBSI、SGS、日本審査
機関など

審査機関が※※※の要求事項に適合してい
るかどうかを審査し、審査機関の認定書を発
行

公平性、信頼性が高
い
継続・更新審査により
継続的改善のプロセ
スが担保される。

審査費用の発
生

協議会がアピールすること
したいこと

グローバルスタンダードも視野にいれてい
ること
透明性の確保
審査の迅速性が担保されること

行動規範の作成を義務付け

低

グローバル基準の精査必要



2

※認定の項目（案）

　まず要件を限定して先行適用し、その後協議会基準を拡充して本格運用

　認定は３年に一度更新を行うことを想定

　上記の案をベースに今後検討をしていく予定

 事業者選定の基準

   重点評価認定項目

 発注者の満足度

　評価項目は既存発表資料

自己申告データー  社会的貢献・責務

技術能力を分析

　コンプライアンス

　技術力（確実性）

　環境への取り組み

　情報公開

会社規模（資本金、売上、社員数）
財務状況

社内ガイドライン、施工マニュアルの整備

帝国ＤＢ評価

支払い条件

土木一級／二級の数
施工管理一級／二級の数

品質管理体制
情報管理体制

※認定の項目　評価方式との関連
　　　基本条件

協議会基準

協議会研修受講

資材・機材の状況
協議会指定試験合格

基本適格要件（違反・指名停止の有無）
石綿作業主任者の数
特別管理産業廃棄物責任者
健康診断の受診
情報開示
事業継続年数
建設行許可の種類
処理実績（規模、件数）

社内研修システム

保険（労災、ＰＬ）
公開参考情報

経営審査点数

アスベスト診断士の数

設備一級／二級の数

認定工法
ＩＳＯ・ＥＡ２１

コンプライアンス

情報公開

技術力

環境への取組み

事業者選定の基準

発注者の満足度

社会的貢献・責務
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携帯電話
スマートフォンで
２次元コードをスキャ
ン

ログイン
デモ用

２次元コー
ド

あなたは、確認テスト
に見事合格されました。
よって、アスベストマス

ター
であることを認定致します。

平成26年6月3日
環境新聞社

合格認定証

分類選択

※例）選択問題

2014.06.03 当システムの著作権は、(株)シー・エー・エヌシステムに所属いたします。 永

上汐 太郎

＜システム概要＞

・受験方法：受験者に２次元コードを渡し、携帯電話・スマートフォン付属カメラでそれを読み取り、受験画面に移動。画面に従って問題に進む

・正解率80％以上で、電子認定証を授与する

 

（株） シー・エー・エヌ（ＣＡＮ）システム
携帯電話・スマートフォンを利用した

アスベスト適正処理理解度確認テスト デモ版

＜繰返し出題方式システムについて＞

・誤答問題を自動的に繰り返し配信するシステムです。

・効果的に反復学習することにより、記憶保持を高めることができます。

記録保持のためには、「復習」することが大事になるとされています。受験者の「効率の良い

記憶保持」が出来るよう、繰り返し出題します。

当システムは、出題した問題に対する解答の正誤をチェックします。

ここで誤答した問題を自動的に再配信し、

もう一度問題に解答します。

たったこれだけのことで、

この問題が受験者の記憶に留まる率が

格段にあがります。

誤答した問題は、

２４時間で７０％近く忘れてしまいます。

適切なタイミングで「もう一度解答」することで

「記憶保持」が格段に向上します。

ヒヤリハットとは・・・
結果として事故に至らなかったので「ああよかった」の事象のことを、

そのように言います。

見過ごされてしまい、直ぐに忘れがちになってしまうものです。

重大な事故が発生した際には、その前に多くのヒヤリハットが潜んでおり、

ヒヤリハットの事例を集めることで、重大な災害や事故を予防することができる。

ヒヤリハットの情報を問題形式にして、携帯電話を利用することによって、

重大な災害や事故の発生を未然に防止する『m-learningシステム』です。

ハインリッヒの法則は、「重大事故の陰に２９倍の軽微事故、

３００倍のヒヤリハットが存在する」ということを示したもので、

弊社システムの根拠となっています。

１件の重大な事故・災害

２９件の軽微な事故・災害

３００件のヒヤリ・ハット

100%

50%

0%

24時間

1週間 2週間 4週間

忘却曲線と復習による記憶保持リカバリー

出題 解答

結果発表

正解率：95％
おめでとうございます！

合格
お疲れ様でした。

次の画面で
合格認定証発行の

お手続きを行います。

認定証発行画面へ

テスト用

パスワード：1
～3

http://cansystem-m.com/MB42/eindex.asp

問題

第1問
アスベスト
石綿の種類は、何種類あるか。

3種類

6種類

8種類

10種類

Copyright(C) 2014 CAN System all rights reserved

※ボタンは１回のみ押してください。
携帯の戻るボタンは使えません。

＜問 題＞

回答する
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問題

Copyright(C) 2014 CAN System all rights reserved

第1問 アスベスト
石綿の種類は、何種類あるか。

正解！

＜解答＞ 6種類
＜正解＞ 6種類
＜解説＞ 石綿は蛇紋石族と角閃石族に大別され、以下の6種類が

ある。そのうち、わが国で使用された代表的な石綿は、蛇紋石族の白
石綿（クリソタイル）と角閃石族の茶石綿（アモサイト）、青石綿（クロシド
ライト）であり、他にアンソフィライト、トレモライト、アクチノライトの石綿
がある。

。

＜解 答＞答

次の問題へ

検定を終了する

繰返し出題方式によるアスベスト適正処理理解度テストについて
 

（株） シー・エー・エヌ（ＣＡＮ）システム

2014.6.3 当システムの著作権は、(株)シー・エー・エヌシステムに所属いたします。

＜システムの目的＞

従来の社内教育システムと異なり、誤答問題を繰返し出題する（図１）ことによって、

企業として、ヒヤリハット問題を中心に出題し（図２） 、知識の周知徹底を図ること。

＜システムの特性＞

１）誤答問題を自動的に繰り返し配信するシステムです。

効果的に反復学習することにより、記憶保持を高めることができます。 （図１）

記録保持のためには、「復習」することが大事になるとされています。

受験者の「効率の良い記憶保持」が出来るよう、繰り返し出題します。

当システムは、出題した問題に対する解答の正誤をチェックします。ここで誤答した問題を自動的に

再配信し、もう一度問題に解答します。

たったこれだけのことでこの問題が受験者の記憶に留まる率が格段にあがります。

２）個人別の成績表で管理できます。 （図３）

＜システムの流れ＞

・ 通常の問題数（50問～100問程度）を１カ月単位で、出題します。問題は何度も挑戦できます。

・ 個人別に管理された誤答問題を、繰り返し出題します。

・ 携帯電話、スマートフォンで実施できるので、いつでもどこでも学習が可能です。

永

【パソコンの管理画面】

【繰返し出題方式について】

忘却曲線と復習による記憶保持リカバリー

【ヒヤリハットについて】

１件の重大な事故・災害

２９件の軽微な事故・災害

３００件のヒヤリ・ハット

100%

50%

0%

24時間

1週間 2週間 4週間

図1

図2

図3

誤答した問題は、２４時間で７０％近く忘れてしまいます。適切なタイミ

ングで「もう一度解答」することで「記憶保持」が格段に向上します。

重大な事故が発生した際には、その前に多くのヒヤリハットが潜んで

おり、ヒヤリハットの事例を集めることで、重大な災害や事故を予防す

ることができます。


